
【様式２】

１、ねらい
　本市では、学校給食に地場産物をより多く取り入れ、それを生きた教材として活用
した食育の推進を図っています。地場産物の活用は、児童生徒に、地域の自然や
食文化、産業に関心をもたせたり、生産等に携わる方々への感謝の気持ちを抱かせ
たりするなどの教育的効果が期待できます。
　このため、給食時間はもとより、各教科等の時間や総合的な学習、農林漁業体験
の機会を通じて、「顔が見え」「話ができる」関係を構築し、地域と学校が連携を図り
ながら食育を推進することを目的に、地場産物生産者と児童生徒による交流給食会
を実施しました。

２、実施者
鳥取市教育委員会、鳥取市立学校給食センター

３、実施校
鳥取市立小学校　　１１校【１２回（収穫体験含む）】　　鳥取市立中学校　　４校【８回】

４、内容
○学校に生産者の方を招き、給食の時間に各教室等で児童生徒と一緒に給食を食べる。
○生産者から農林水産物やその生産に関する話を聞く。また、児童生徒から生産者へ
　農林水産物や生産に関する質問をする。
○栄養教諭・学校栄養職員による食に関する指導を行う。
○各教科、総合的な学習の時間、学級活動などと関連付けて、より効果的な指導を行う。

　「鳥取県漁業協同組合の方と鹿野中学校生徒による交流給食会」
①実施日　：　平成28年11月29日（火）
②実施校　：　鳥取市立鹿野中学校
③生産者グループ　：　鳥取県漁業協同組合（６名）
④参加生徒　：　２２名
⑤日程
　10：40　　開会 12：35　　試食終了

・校長あいさつ ・生産者へのお礼、感想
・生産者の紹介 12：40　　終了
・日程及び献立の説明

10：45　　鳥取の水産業とあじの話 ⑥内容
10：55　　あじの解体、調理実習 ・新しょうがご飯

・あじのごましょうゆ焼き
・あじのあら汁

12：10　　交流給食会 ・いりどり
・生徒から生産者への質問 ・新興梨

・牛乳

取 組 内 容

食育月間以外の取組実績

（食育月間を除く４月～12月の実績）

提 出 都 道 府 県 名
政 令 指 定 都 市 名

鳥取県

取 組 市 町 村 名 鳥取市

取 組 の 名 称 地場産物生産者の方と児童生徒による交流給食会の実施

事例

※生徒が一人１匹あじを三枚おろしにし、
加熱調理した魚料理を主菜とする。




